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決
算
審
査特

別
委
員
決
ま
る

●
認
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第
1
号
〜
第
7
号

　

平
成
20
年
度
一
般
・
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
7
件
が
委
員
会
付
託
さ
れ
、
一
般

会
計
に
つ
い
て
は
、
平
成
20
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
12
月
定
例
会
ま
で
の
閉
会

中
の
特
定
審
査
案
件
と
し
て
、収
入
の
確
保
、

適
正
な
支
出
、
事
業
の
効
果
等
に
つ
い
て
審

査
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
月
定

例
会
で
の
議
会
だ
よ
り
で
詳
し
く
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

●
決
算
審
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委
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選
挙
管
理
委
員
・

同
補
充
員
決
ま
る

 　

平
成
21
年
10
月
28
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
も
の
で
、
次
の
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
当

選
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
4
年
間
で
、
平
成

25
年
10
月
28
日
ま
で
で
す
。

　

選
挙
管
理
委
員
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新
調
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茂
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中
村
一
区
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地
応
寺
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補
充
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夫
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中
持
留
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治
木
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陳
情
2
件
を
採
択

▼
「
甘
味
資
源
作
物
に
関
す
る
陳
情
」

▼�

保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
の
実
現
を
求
め
る

意
見
書
を
政
府
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情

　

議
会
で
は
、陳
情
の
趣
旨
を
妥
当
と
認
め
、

各
関
係
機
関
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。

子牛セリ市状況

畜
産
農
家
と　
　

語
る
会
を
開
催

　

９
月
30
日
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
町
長
・
議
長
を
は
じ
め
産
業
建
設
委
員

と
畜
産
振
興
協
議
会
役
員
並
び
に
Ｊ
Ａ
、
そ

し
て
若
い
畜
産
生
産
者
代
表
者
な
ど
計
31
名

の
出
席
の
も
と
第
２
回
「
畜
産
農
家
と
語
る

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

子
牛
価
格
の
低
迷
、
生
産
者
の
高
齢
化
等

畜
産
を
取
り
巻
く
厳
し
い
状
況
の
中
、
本
町

の
子
牛
の
セ
リ
市
価
格
が
地
区
内
で
も
常
に

最
下
位
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
ど
う

し
た
ら
子
牛
の
平
均
価
格
を
上
げ
ら
れ
る
の

か
」
を
テ
ー
マ
に
し
次
の
よ
う
な
意
見
等
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

１
．�

母
牛
の
年
齢
が
高
い
、
高
齢
牛
か
ら
生

ま
れ
る
子
牛
の
飼
養
管
理
が
雑
な
の
で

は
な
い
か
、
体
の
小
さ
い
牛
が
多
い
。

２
．�

素
牛
の
導
入
推
進
を
図
る
た
め
、
10
歳

以
上
の
母
牛
か
ら
生
産
さ
れ
る
子
牛
の

価
格
成
績
表
を
作
成
し
、
指
導
に
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。

３
．�

価
格
の
安
い
今
こ
そ
更
新
を
す
べ
き
で

あ
る
。

４
．�
自
家
保
留
牛
へ
の
補
助
金
を
上
げ
ら
れ

な
い
か
。

５
．�

素
牛
と
し
て
、
町
内
産
優
秀
牛
以
上
の

導
入
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

６
．�

地
元
の
種
雄
牛
を
有
効
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

７
．�

肉
の
消
費
拡
大
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

　

そ
の
他
若
い
生
産
者
等
か
ら
も
た
く

さ
ん
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。


